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出典：農研機構資料「ゲノム編集～新しい育種技術～」を参考に作成

これまでの品種改良とその歴史

１

様々な目的に合わせた品種を作る品種改良は、遺伝子の変化によって性質が変わることを
利用しており、古代から行われてきた。
これまで、私たちが行ってきた品種改良の歴史は、下図のとおり、
①自然界で起きた突然変異により形質が変化したものを選択することから始まり、
②異なる品種を掛け合わせる交配育種や、
③放射線や薬品等を用いることで突然変異を起こさせる方法、
④別の生物から目的とする遺伝子を導入する遺伝子組換えが利用されるようになり、
⑤ゲノム編集技術が近年開発され利用が始まっている。

①→

②→

③→

自然界からの有用種（突然変異）の選択

（有用な形質をもった）異なる品種の交配（交配育種）

（放射線・薬品等の使用）人為的な突然変異

遺伝子組換え

ゲノム編集

④→

⑤→

古代 近世 現代 現在 将来

■品種改良の歴史

野生種

選択し、栽培化

栽培化

特徴のあるものを
交配し、品種改良

おいしいけど
病気に弱い

おいしくないけど
病気に強い

おいしく
病気に強い

（①イメージ） （②イメージ）

有用種



遺伝子β

遺伝子α

染色体

遺伝子とは、生物の体を構成するタンパク質をつくるための設計図のようなもの（細胞の核の中
の染色体にある）。遺伝子は、DNAのうち、その生物の性質や特徴などに大きく関与する部分を
いう。DNAの構成要素の一つである塩基は４種類（A、T、G、C）あり、この並び方（DNA配列）
により生物の形や性質の違いなどが決まる。また、生物が持つDNA全体をゲノムといい、その中
には数万個の遺伝子が含まれている。

核

細胞
植物

４種類の塩基
Ａ：アデニン、Ｔ：チミン、
Ｇ：グアニン、Ｃ：シトシン
の並び順がタンパク質の
設計図となる

遺 伝 子 と は ？

遺伝子α

αというタンパク質をつくる
ための情報を持っている
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ダイズ染色体
非組換えダイズ

遺伝子A 遺伝子Ｂ挿入された
遺伝子Ｃ

ダイズ染色体

遺伝子組換えダイズ

遺伝子挿入部位

挿入する遺伝子Ｃ

遺伝子を組み込む技術としては、植物に寄生する細菌を利用するアグロバクテリウム法や物理
的に打ち込むパーティクルガン法などがある

ある生物から有用な性質を持つ遺伝子を取り出し、ほかの植物等に
組み込むこと

プロモーター ターミネーター
マーカー
遺伝子 遺 伝 子

遺伝情報の読み取り
を終了するスイッチ

遺伝子が導入されたか確認するもの
（薬剤耐性遺伝子や緑色蛍光
タンパク質遺伝子などがある）

遺伝情報の読み取り
を開始するスイッチ

遺伝子組換え（ＧＭ：Genetically Modified）とは

３



◇ 生産の省力化やコストダウンを目的 ～ 病害虫抵抗性、除草剤耐性のダイズ、
トウモロコシ、ワタ など

◇ 不良環境条件への耐性を目的 ～ 耐塩性イネや耐乾燥性トウモロコシ など

◇ 健康維持・増進などを目的 ～ 高オレイン酸ダイズやゴールデンライス（βカロテン

を含むコメ）、スギ花粉症治療イネ など

遺伝子組換え作物の種類

４



◇ 世界のＧＭ作物の栽培面積は、１億９，０４０万ha（令和元年（2019年））

◇ 世界29か国で栽培され、アメリカ（37.5％）、ブラジル（27.7％）、アルゼンチン（12.6％）、カナ
ダ（6.5％）、インド（6.2％）の上位５か国で全体の90.7％

出典：国際アグリバイオ事業団（ＩＳＡＡＡ）

遺伝子組換え作物の栽培状況 ①

５

遺伝子組換え作物の栽培面積（国別）の推移
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◇ 栽培されている主な作物は、ダイズ（48％）、トウモロコシ（32％）、ワタ（14％）及びセイヨ
ウナタネ（5％）などの油糧原料や飼料用が中心

出典：国際アグリバイオ事業団（ＩＳＡＡＡ）

遺伝子組換え作物の栽培状況 ②

６

遺伝子組換え作物の栽培面積（作物別）の推移
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遺伝子組換え農作物に関しては、
① 食品としての安全性は「食品衛生法」及び「食品安全基本法」
② 飼料としての安全性は「飼料安全法」及び「食品安全基本法」
③ 生物多様性への影響は「カルタヘナ法」
に基づいて、それぞれ科学的な評価を行い、全てについて問題のないもののみが、輸入、流通、栽培等される仕組みとなっている。
（隔離ほ場における使用や観賞用の花きなど食品、飼料として使用しない場合は、③のみ）

我が国における遺伝子組換え農作物の安全を確保する仕組み

７

安全性審査の申請

消費者庁

評価依頼

消費者庁
食品としての安全性審査の手続
を経た旨の公表（告示）

農業資材審議会
・家畜に対する安全性についての
リスク評価

食品安全委員会
・畜産物としての安全性についての
リスク評価

評価結果

農林水産省
・パブリックコメント

・飼料としての安全性を確認した旨の
公表（告示）

問題のないもののみが輸入、流通、栽培等される仕組み

食品安全委員会（内閣府）
・食品として安全性について
のリスク評価
・パブリックコメント

評価結果

安全性確認の申請

農林水産省

隔離ほ場試験のための承認申請

生物多様性影響評価検討会
（農作物分科会、総合検討会）

生物多様性への影響についてのリスク評価

農林水産省・環境省

意見聴取

意見提出

農林水産省・環境省
パブリックコメント

承認をした旨の公表（告示）

一般的な使用のための承認申請
〔食用・飼料用としての輸入・流通・栽培等〕

隔離ほ場試験の承認申請と同様の仕組み
食品や飼料の安全性についての確認と
整合性を考慮（カルタヘナ法に基づく基
本的事項で規定）

食品としての安全性
（食品衛生法、食品安全基本法）

飼料としての安全性
（飼料安全法、食品安全基本法）

生物多様性への影響
（カルタヘナ法）

諮問 評価依頼

答申



この条例は、遺伝子組換え作物の開放系（一般の野外ほ場）での栽培を規制することによって、一般作物と
の交雑や混入を防止して、生産上及び流通上の混乱を防止し、遺伝子組換え作物の開発等に係る産業活
動と一般作物に係る農業生産活動との調整を図るためのルールを定めたものです。

■ 交雑及び混入の防止、生産上及び流通上の混乱の防止

■ ＧＭ作物の開発等に係る産業活動と、一般作物による農業生産活動との調整

■ 道民の健康の保護及び本道の産業の振興

【目的】

※ （ ）は、開放系試験栽培の場合

栽 培 者

試験研究機関

開放系試験栽培

開放系一般栽培

対 象 者
・ 知事が定める範囲で一般作物
を栽培する者

・ 規則で定める者

⑦許可･不許可
（必要な勧告・命令）

② 申請（届出）

① 説明会の開催

知 事

③意見聴取⑥意 見

北海道食の安全・安心委員会
○ 交雑混入防止措置に関する調査審議
○ 学識経験者、消費者であって食の安全・安心に関す
る知見を有するもの、生産者等15名以内で組織

④付 託

⑤報 告

〈 知事の附属機関 〉
専門部会（GM部会）

・ 科学的見地からの交雑混入防止
措置に関する調査審議
・ 研究者等６名で組織

「北海道遺伝子組換え作物の栽培等による交雑等の防止に関する条例（ＧＭ条例）」の概要

８

カルタヘナ法に基づき、環境大臣及び農林水産大臣が第一種使用規程を承認し
た遺伝子組換え農作物の内、食用及び飼料用のもの、隔離ほ場において栽培を行う
もの （令和４年(2022年)７月改正、次ページ参照）

【対象】



■ 隔離距離による交雑防止措置

■ 隔離距離によらない交雑防止措置（上記隔離距離を確保できない場合に執るべき措置）

○ 交雑防止対象作物との間の距離の最大限の確保
○ 花粉の生成や飛散の防止（摘花、除雄、袋かけ、防風網、防虫網など）
○ 開花期を重複させない時期的な隔離

遺伝子組
換え作物

交 雑 防 止 の た め に 隔 離 す べ き 距 離

距 離 左 の 条 件 設 定 の 考 え 方

イ ネ 300ｍ以上 道内データや農林水産省
実験指針に安全率（×２）
を掛けて設定

＜イネの見直し案＞

現行の農林水産省実験指針に
基づき、設定

52ｍ以上

見直し案 60ｍ以上

周辺のイネとの出穂期を２週間以上ず
らすなどの措置を執る

ダ イ ズ 20ｍ以上

テ ン サ イ 2,000ｍ以上

トウモロコシ 1,200ｍ以上

ナ タ ネ 1,200ｍ以上 防虫網の設置その他の昆虫による花粉
の飛散を防止する措置を執る

交 雑 等 防 止 措 置 基 準 の 概 要

９



隔離ほ場

飼料用

その他

うち、第一種使用等

うち、栽培を含む使用

うち、作物

ＧＭ生物等

食用

◇改正前
栽培を含む使用全体が対象

◇改正後
食用、飼料用、隔離ほ場に
おける栽培のみが対象

ＧＭ条例の対象範囲の変更 （令和４年(2022年)７月改正）

改正前

対象

対象

対象

対象

改正後

対象外

対象

対象

対象
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遺伝子組換え作物等に関する道民意識調査の結果（概要）
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遺伝子組換え作物等に関する道民意識調査の結果（概要）
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遺伝子組換え作物等に関する道民意識調査の結果（概要）
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遺伝子組換え作物等に関する道民意識調査の結果（概要）
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